
日時 場所 対象・定員 参加費 持ち物

11月１３日（金）
11：00～15：00

文化センター
２階　調理室

町民の方
（定員 １２ 名） １,０００ 円 マスク、エプロン、三角巾

など髪の毛を覆うもの

　こんにちは。空き家コーディネーターの「ドゥーさん」こと安藤です。 
　現在進めている空き家利活用につきましては、事業の軸を「民泊事業」に一本化し、
来年1月の開設に向けて準備を進めていくこととなりました。 
　これにより、これまで進めていた「お試し住宅事業」は町の事業としては見送り
となりましたが、ご協力いただいた関係者の皆さまには心より感謝申し上げます。
　今後は民泊としての運営をベースに、誰もが気軽に立ち寄れるイベントの開催や、
地域の空き家に関するご相談の場など、人と地域を温かくつなぐ拠点づくりに全力
を注いでいきます。 
　当初の構想に立ち返り、地域の皆さまに親しまれる場所を目指して、一歩ずつ歩
んでまいります。
　引き続き温かく見守っていただけますと幸いです。

こんにちは！藤田です。
空き家コーディネーターとしての活動の傍ら、自分自身も実際に町内の空き家に

住み、そこで農業を始めてから、あっという間に2年が経ちました。引き続き住環
境を整えながら、少しずつ農業を収益化して、今後移住を検討している方への１つ
のモデルケースとなれたらいいなと考えています。
現在、空き家を少しでも減らすための具体的な方法として、空き家バンクの活用

を強くお勧めしています。
利根町に移住するために、空き家を求める方からのご相談は少なくないのです

が、町内に空き家が500軒以上あっても、我々がその所有者さんと実際に連絡が取
れているケースはごくわずかです。
空き家は、不動産業者や町のホームページなど、どこかに情報を出さない限り、

なかなか真っ当な買い手／借り手が見つかることはありません。
空き家バンクへの登録は難しい手続きではなく、また、登録により補助金が受け

取れる場合もあります。ぜひご相談ください。

　多文化共生プロモーターの奥田です。
　今回、インドネシア・バリ島で 35年間暮らした経験を活かし、「インドネシア料理教室」を開催します。
　当日は、香り豊かなサンバル・マタを魚と一緒に味わう「イカン・サンバル・マタ」と、外は香ばしく中はとろり
とした食感の「ピサン・ゴレン（揚げバナナ）」を皆さんと一緒に作ります。料理の後は、ジャワティーと一緒に、出
来上がった料理を囲んで食事会を行います。
　料理を楽しみながら、さまざまな国の文化に興味を持っていただけたらうれしいです。

隊員からのお知らせ

▶申込方法　メールまたは電話
▶申込期限　10月 23 日（金）
▶申　込　先　地域おこし協力隊　奥

お く だ

田　
　　　　　　☎ 080-2421-5610 ／ E-mail：chokomiku77@gmail.com

安藤隊員

サンバル・マタ

インドネシア料理教室　参加者募集

藤田隊員

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信
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